
僕はたくさんの樹々の中に1つの音を求める。自分の音楽として規定された音と、
そうでない周囲の自然の音が同じ形の音で存在していて欲しい。……武満徹

小沼純一 こぬま・じゅんいち
（音楽評論）
1959年東京生まれ。学習院大
学フランス文学科卒業。音楽を
中心にしながら、文学、映画など
他分野と音とのかかわりを探る
批評を展開。現在、早稲田大学
文学学術院教授。音楽・文芸批
評家。その他、諸々の委員等も
つとめる。著書に『武満徹 音・こ
とば・イメージ』『ミニマル・ミュー
ジックその展開と思考』『魅せら
れた身体』『音楽に自然を聴く』
他多数。詩集に『しあわせ』『サ
イゴンのシド・チャリシー』ほか。編
著に『武満徹エッセイ選』『高橋
悠治対談選』『ジョン・ケージ著
作選』『柴田南雄著作集』ほか。
2015-6年にはコンサート『村上
春樹を「聴く」』の監修。NHK
『スコラ  坂本龍一音楽の学校』
のゲスト講師で出演。

若林かをり わかばやし・かをり
（フルーティスト）
京都に生まれる。東京藝術大学
音楽学部卒業。ストラスブール音
楽院、ルガーノ音楽院を最優秀
の成績で修了。現代音楽演奏コ
ンクール“競楽 Ⅹ”第２位入賞。平
成27年度滋賀県文化奨励賞受
賞。NHK-FM「名曲リサイタル」
出演。フランス、ドイツでリサイタル
を開催。ヨーロッパやアメリカの音
楽祭などでも演奏を行う。2015
年、全曲現代作品によるリサイタ
ル『フルーティッシモ～フルートソ
ロの可能性～』を始動し、本年11
月5日（土）には近江楽堂（東京オ
ペラシティ）で、武満徹のフルート
作品に焦点をあてた『フルー
ティッシモ《vol.3》』開催予定して
いる。

Junichi
Konuma
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創作の原理と自然とのつながり……。
武満徹の音楽作品には、木や星、場所、季節、雨や風、といった自然とのつながりを喚起するタイト
ルがつけられています。そこには、ただタイトルのみではない、作曲家にとっての創作原理と自然との
つながりがみえてくるのではないでしょうか。タイトル=ことばは、しかし、音楽のイメージを限定するの
ではなく、作曲家が音楽を発想するものとしてはたらいています。フルートの実演とともに、息、空間、
時間といった具体的な側面にふれながら、お話できればと思います。（小沼）

第　　　　　回
お話と演奏のコラボレーション 7月8日（金）
武満徹と自然 会場 ギャラリーモリタ

開場 18時30分　開演　19時
定員 40名 （先着順締め切り）

入場料 3,500円
講演 小沼純一 （音楽評論）
演奏 若林かをり （フルーティスト）
［演奏曲］ 
ヴォイス、巡り、エアなどを予定

今宵、武満の音楽創造の謎が解ける！
作曲の創作原理とは？
気鋭の音楽評論家とフルーティストの競演。
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